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5月1日から

窓口での 本人確認本人確認 が
義務付けられます

平
成
二
十
年
五
月
一
日
か
ら
、
戸
籍
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
等
）

の
請
求
や
戸
籍
届
出
（
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子
離
縁
・

認
知
）
を
す
る
際
に
、
運
転
免
許
書
や
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
等
に
よ
る
「
本
人
確
認
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

近
年
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て

申
請
・
届
出
・
請
求
な
ど
を
行
い
、

各
種
証
明
書
な
ど
を
不
正
に
取
得

し
、
悪
用
す
る
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

村
で
は
、
一
昨
年
の
十
二
月
一

日
か
ら
窓
口
手
続
き
に
来
ら
れ
た

方
の
本
人
確
認
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
二
十
年
五
月
一
日

に
戸
籍
法
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
人
確

認
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
五
月
一
日
か
ら
は

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、

本
人
確
認
の
書
類
提
示
が
な
い
場

合
は
、
請
求
す
る
証
明
書
の
発
行

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人

情
報
を
守
り
、
各
種
証
明
書
な
ど

の
不
正
取
得
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
ル
ー
ル
が

法
律
で
定
め
ら
れ
ま
し
た

◇
戸
籍
証
明
書
請
求
時
・

戸
籍
届
出
時
の
本
人

確
認

窓
口
で
の
提
示

☆
顔
写
真
の
あ
る
証
明
書
（
官
公

庁
発
行
の
も
の
）

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド

・
外
国
人
登
録
証
な
ど

☆
顔
写
真
の
あ
る
証
明
書
が
な
い

場
合
（
氏
名
な
ど
を
確
認
で
き
る

も
の
二
点
必
要
）

・
健
康
保
険
証

・
年
金
証
書

・
介
護
保
険
証
　
な
ど

☆
代
理
人
に
つ
い
て
は
、
必
ず
本

人
か
ら
の
委
任
状
等
の
提
出
が
必

要
で
す
。

◇
正
当
な
理
由
の
明
示

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

（
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
親

族
の
方
）
以
外
の
方
が
戸
籍
証
明

書
を
請
求
す
る
と
き
は
、

・
自
分
の
権
利
を
行
使
し
た
り
、

義
務
を
果
た
し
た
り
す
る
た
め

に
戸
籍
の
内
容
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
正
当
な
請
求
理
由
を
、
請

求
書
に
詳
し
く
書
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

◇
不
正
取
得
に
対
す
る

制
裁
強
化

不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
証
明
書

等
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
刑
罰

（
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
）
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
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免許証などの提示（本人確認）が
義務付けられている場合パスポートの

申請・交付は村上市で
これまで県の旅券窓口（朱鷺メッセや県民

サービスセンター）で行っていた旅券の発給
事務が、５月７日から、村上市パスポートセ
ンター（村上市役所本庁内）で行われます。

５月７日からの申請窓口

�村上市パスポートセンター（本庁内）
村上市三之町１－１　�５３－２１１１

受付時間

�月・水・金曜…８時３０分 ～１７時３０分
�火・木曜…８時３０分 ～１９時
�土・日・祝祭日・年末年始は休み

注意事項

�パスポート新規申請などの方は、戸籍のほ
かに住民票の添付が必要です。申請前に必
ず、関川村役場で住民票の交付を受けてく

ださい。（なお、このときの手数料は無料です）

勤務地や通学先の都合で村上市へ申請が
困難な方に限り、県パスポートセンター
（朱鷺メッセ内）、県民サービスセンター
（新発田地域振興局内）で手続きができます。

問い合わせ先

住民税務課住民環境班　�６４－１４７１

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

作
成
が
無
料
で
す

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
三
年
間
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
無
料

で
交
付
し
ま
す
。
（
通
常
料
金
は
五
百
円
）

顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
の
電
子
申
請
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
行

う
た
め
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
申

請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
官
公
庁
発
行
の
顔
写
真
入
り

証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
健
康
保
険

証
で
も
申
請
で
き
ま
す
）

・
印
鑑

・
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望
す

る
方
は
、
顔
写
真
一
枚
（
縦
四

・
五
�
×
横
三
・
五
�
、
六
か

月
以
内
の
撮
影
、
正
面
、
無
帽
、

無
背
景
で
顔
が
鮮
明
に
写
っ
て

い
る
も
の
）

◇
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
住
民
環
境
班

�
六
四
―
一
四
七
一

（
注
）
五
月
十
二
日
か
ら
十
六
日

の
五
日
間
は
、
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
、
カ
ー
ド
の
申
請
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
。

写真付き住民基本台帳カード（見本）

△
△

△
△

△

証明書の請求

届　　出

戸　籍　法 住民基本台帳法

請求できる方

※その他の証明書についても本人確認をお願いしています。

婚姻・離婚・養子縁
組・養子離縁・認知

戸籍・除籍・改製原
戸籍謄抄本など

本人・戸籍に記載さ
れている方

住民票謄抄本・住民
票除票・記載事項証
明など

転入・転出・転居・
世帯主変更

本人・同じ世帯の方

その他、正当な理由がある方
（国・地方自治体含む）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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◆申し込み・問い合わせ先

役場建設課地域整備班　�0254－64－1479
ホームページ　http://www.vill.sekikawa.niigata.jp

◆申込方法

申込書に必要事項を記入して、役場建設課へ。

※申込書は役場建設課にあります。また、村ホー

ムページからもダウンロードできます。

約275m 
（83坪） 

約354m 
（107坪） 

約418m 
（127坪） 

約284m 
（86坪） 

約284m 
（86坪） 

約284m 
（86坪） 

約284m 
（86坪） 

約284m 
（86坪） 

約284m 
（86坪） 

2 2 2

2 2 2

2 2 2

第
４
期
分
譲
区
画

緑豊かな関川村の中心にある下関地区で、第４期目となる

宅地分譲を行っています。

村内に新築を予定している方、村外からのＵターンや田舎

暮らしがしたい方など大歓迎です。すばらしい自然が残る関

川村の住民になりませんか？

第４期区画は残り６区画となっていて、５月30日（金）

までの申し込み締め切りとなります。皆さんからの申し込み

をお待ちしています。

緑豊かな関川村の中心にある下関地区で、第４期目となる

宅地分譲を行っています。

村内に新築を予定している方、村外からのＵターンや田舎

暮らしがしたい方など大歓迎です。すばらしい自然が残る関

川村の住民になりませんか？

第４期区画は残り６区画となっていて、５月30日（金）

までの申し込み締め切りとなります。皆さんからの申し込み

をお待ちしています。

緑豊かな関川村の中心にある下関地区で、第４期目となる

宅地分譲を行っています。

村内に新築を予定している方、村外からのＵターンや田舎

暮らしがしたい方など大歓迎です。すばらしい自然が残る関

川村の住民になりませんか？

第４期区画は残り６区画となっていて、５月30日（金）

までの申し込み締め切りとなります。皆さんからの申し込み

をお待ちしています。

緑豊かな関川村の中心にある下関地区で、第４期目となる

宅地分譲を行っています。

村内に新築を予定している方、村外からのＵターンや田舎

暮らしがしたい方など大歓迎です。すばらしい自然が残る関

川村の住民になりませんか？

第４期区画は残り６区画となっていて、５月30日（金）

までの申し込み締め切りとなります。皆さんからの申し込み

をお待ちしています。

緑豊かな関川村の中心にある下関地区で、第４期目となる

宅地分譲を行っています。

村内に新築を予定している方、村外からのＵターンや田舎

暮らしがしたい方など大歓迎です。すばらしい自然が残る関

川村の住民になりませんか？

第４期区画は残り６区画となっていて、５月30日（金）

までの申し込み締め切りとなります。皆さんからの申し込み

をお待ちしています。

緑豊かな関川村の中心にある下関地区で、第４期目となる

宅地分譲を行っています。

村内に新築を予定している方、村外からのＵターンや田舎

暮らしがしたい方など大歓迎です。すばらしい自然が残る関

川村の住民になりませんか？

第４期区画は残り６区画となっていて、５月30日（金）
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下水道公共枡
ま す

の

維持管理に注意!!
各お宅に設置している下水道の公共枡は、そ

の土地の所有者の方が維持管理していただくこ
とになっています。
最近、公共枡が割れる事故が多くなっていま

す。公共枡に車が上がると、蓋が割れてケガを
したり、下水道に異物が混入する恐れがあるの
で、車で踏まないように注意をお願いします。

蓋
が
特
に
割
れ
や
す
い
の
が

三
〇
〇
�
の
タ
イ
プ

◇問い合わせ先

建設課水道班　�６４－１４７９

ミ
リ

山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら
山と川と湯の里 宅地分譲地申し込み受付中えちごせきかわむら

１　分譲後５年以内に住宅を建設すること。
※買戻特約を登記します。５年以内に住宅を建設しないと
きは、分譲した価格で村が買い戻します。

２　周囲に迷惑をかけるようなもの（例えば騒音など）を
建設しないこと。

３　下水道に加入すること。

一括または分割払い（10年以内・年利3.5％）

５月30日（金）申し込み締め切り

69,000円（１坪当たり）

平成17年３月１日分譲開始（平成16年度整備）

区画番号

1

4・5・7・8

面積

83坪

86坪

代　金

5,727,000円

5,934,000円

備　　考

代金に契約手数料など

は含みません。４には

電柱、５には支線有り。

分 譲 日

分譲条件など

分 譲 単 価

分 譲 区 画

分 譲 条 件

支 払 条 件

申 込 締 切

3 127坪 8,763,000円

新潟県岩船郡関川村大字下関地内所 在 地

分譲地概要（交通・周辺環境など）

幅員6.0ｍ区 画 道 路

いずれも村営上 下 水 道

プロパンガスガ　　　　ス

東北電力電　　　　気

国道113号線―車３分　国道７号線―車15分
日本海東北自動車道・中条ＩＣ―車30分

交　　　　通

ＪＲ越後下関駅―徒歩５分　路線バス営業所―徒歩５分
タクシー営業所―徒歩５分

公共交通機関

下関保育園―徒歩２分　関小学校―徒歩７分　関川中学校―徒歩10分教　　　　育

村営関川診療所―徒歩10分　開業医（内科１・歯科２）―徒歩１～５分
調剤薬局―徒歩９分

医　　　　療

高瀬温泉・鷹の巣温泉・雲母温泉・湯沢温泉・桂の関温泉ゆ～む（日帰り）温 泉 施 設

関川村デイサービスセンター・関川村高齢者生活福祉セン
ター・特別養護老人ホーム・老人保健施設・軽費老人ホー
ム・地域密着型介護サービス施設

福 祉 施 設

下水道公共枡の
維持管理に注意!!
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村のわだい TOP I CS

清
流
荒
川
に

サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を
放
流

四
月
十
五
日
、
一
級
河
川
荒
川

の
荒
川
水
辺
プ
ラ
ザ
で
サ
ク
ラ
マ

ス
稚
魚
放
流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
放
流
式
は
、
稚
魚
の
放
流

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
生
物
の

育
成
に
関
わ
り
河
川
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
荒
川
漁
業
協
同
組

合
、
第
二
十
八
回
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
新
潟
実
行
委
員
会
、

村
が
主
催
し
た
も
の
。

放
流
式
に
は
、
村
内
三
つ
の
保

育
園
の
年
長
児
四
十
三
人
が
参
加
。

サ
ク
ラ
マ
ス
の
生
態
や
放
流
の
仕

方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

荒
川
漁
業
協
同
組
合
で
昨
年
の
秋

か
ら
育
て
ら
れ
た
十
�
ほ
ど
の
稚

「第２８回全国豊かな海づくり新潟大会」
魚や貝などの水産資源保護や海の自然環境を守ることの大切さ

を考える大会で、例年、天皇皇后両陛下がご臨席されています。
第２８回新潟大会は、新潟市の朱鷺メッセとその周辺で、９月６日
（土）・７日（日）に開催されます。

魚
、
約
一
万
匹
を
放
流
。
子
ど
も

た
ち
は
、
「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
元
気
で
ね
」
な
ど
と
呼
び
か
け

な
が
ら
、
清
流
荒
川
へ
放
し
て
い

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
九
月
六
日
・
七
日

に
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る

「
第
二
十
八
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
新
潟
大
会
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
も
り
ん
」
も

放
流
式
の
応
援
に
訪
れ
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
サ
ク
ラ
マ
ス
の
旅

立
ち
を
見
送
り
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
マ
ス
が
故
郷
の
川
へ
戻

っ
て
来
る
の
は
、
三
〜
四
年
後
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
に
育
っ

て
、
清
流
荒
川
へ
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

関川村の

春を満喫

村
内
の
桜
が
、
例
年
よ
り
少
し

早
い
四
月
十
六
日
こ
ろ
か
ら
見
ご

ろ
を
む
か
え
ま
し
た
。

高
瀬
温
泉
の
桜
は
、
一
番
古
い

も
の
で
樹
齢
十
九
年
。
約
四
百
�

続
く
桜
並
木
で
、
す
っ
か
り
桜
の

名
所
と
な
り
ま
し
た
。
休
日
に
は

家
族
連
れ
や
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
の

花
見
客
が
大
勢
訪
れ
、
満
開
の
桜

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

二
十
一
日
に
は
、
自
然
環
境
管

理
公
社
主
催
の
観
桜
会
が
行
わ
れ
、

村
内
か
ら
約
六
十
人
が
出
席
。
幻

想
的
な
ぼ
ん
ぼ
り
が
灯
る
な
か
、

夜
桜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

�
鷹
の
巣
キ
ャ
ン
プ
場
内
の
カ
タ
ク

リ
の
群
生
地
。
四
月
初
旬
か
ら
中

旬
こ
ろ
ま
で
、
紫
色
の
花
が
一
面

に
開
花
し
ま
す
。

�
大
石
林
道
脇
に
あ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
群
生
地
で
は
、
雪
解
け
と
と
も

に
白
い
花
が
一
斉
に
開
花
。
見
ご

ろ
は
四
月
初
旬
か
ら
下
旬
。

▲ ▲
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保育園

平成20年度の園児・児童・生徒数の状況

小学校

中学校

下　関

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

3 6 11 31 30 24 105

6 11 9 15 41

1 6 3 4 14

3 6 18 48 42 43 160

大　島

女　川

計

関

土　沢

安　角

女　川

川　北

計

関　川

1  年 2  年 3  年 4  年 5  年 6  年 計

23 28 25 27 40 27 170

6 8 7 7 3 9 40

1 2 1 5 5 4 18

12 9 12 4 13 10 60

6 5 6 6 4 16 43

48 52 51 49 65 66 331

1  年 2  年 3  年 計

74 65 61 200

関
川
中
学
校
の
入
学
式
で
は
、

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新

入
生
が
堂
々
と
入
場
。
緊
張
と

期
待
を
胸
に
、
伝
統
あ
る
関
川

中
生
徒
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

特別列車「こがね号」に

ミニ大蛇が乗車
４月５日と６日、米坂線特別列車「こ

がね号」に、ミニ大蛇が乗車しました。
こがね号に乗車するのは昨年に引き続

き２回目。車内でのミニ大蛇パレードや
村の観光ＰＲ、小国駅で新潟地鶏の販売
などを行い、関川村をアピールしました。

観
光
協
会
・
・

温
泉
旅
館
組
合

が
接
遇
研
修

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
接

客
サ
ー
ビ
ス
の
心
構
え
な
ど
を
学

ぶ
接
遇
研
修
会
が
、
三
月
二
十
八

日
、
高
橋
屋
観
山
荘
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
観
光
協

会
と
温
泉
旅
館
組
合
の
主
催
で
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
。
旅
館
従
業

員
な
ど
約
四
十
人
が
、
お
客
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
菊
野
麻
子
さ
ん
。「
お
客
様
の
心

を
つ
か
む
の
は
、
第
一
印
象
を
良

く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
講

義
。
参
加
者
は
、
菊
野
さ
ん
の
お

話
し
の
後
、
ペ
ア
を
作
り
実
践
形

式
で
第
一
印
象
を
良
く
す
る
練
習

を
熱
心
に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
希
望
を
胸
に

青
春
の
日
々
へ

入
園
式
・

入
学
式

村
内
保
育
園
の
入
園
式
が
四
月

四
日
、
小
・
中
学
校
の
入
学
式
が

四
月
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

三
つ
の
保
育
園
に
入
園
し
た
の

は
四
十
一
人
。
ま
た
、
五
つ
の
小

学
校
で
は
四
十
八
人
、
中
学
校
は

七
十
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
、

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
新
た
に
仲

間
入
り
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊

▲

�
関
小
学
校

▲

▲下関保育園
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村のわだい TOP I CS
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きれいな
村づくりへ

４月６日、村内一斉クリーン作戦、荒川クリーン
作戦が、行われました。また、４月に入り村内各集
落ではえざらいも行われ、きれいな村づくりのため、
村民一丸となって汗を流しました。
皆さん、たいへんお疲れさまでした。

早
朝
か
ら
行
わ
れ
る
村
内
一

斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
。
道
路
脇

や
側
溝
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
可
燃
ご
み
や
空
き
缶
な

ど
を
熱
心
に
拾
い
集
め
て
い

ま
し
た
。

各
集
落
で
行
わ
れ
て
い
る
え

ざ
ら
い
。
道
路
側
溝
の
ふ
た

を
は
が
し
な
が
ら
、
て
い
ね

い
に
排
水
路
な
ど
を
清
掃
し

て
い
ま
し
た
。

荒
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
清

流
荒
川
の
環
境
を
守
る
た
め
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
て
、
一

般
の
方
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
団
員
、
保
護
者
な
ど
約
三

百
人
が
参
加
。

働働働働
協協協協

表
彰

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
増
進
に

尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略

■
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

▽
加
藤
　
克
夫
（
鮖
谷
）

▽
須
貝
　
サ
チ
（
中
束
）

▽
大
嶋
　
末
三
（
上
野
新
）

■
全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰

▽
加
藤
　
克
夫
（
鮖
谷
）

▽
須
貝
　
サ
チ
（
中
束
）

▽
内
山
　
　
保
（
大
島
）

■
平
成
十
九
年
産
Ｊ
Ａ
岩
船
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
高
品
質
・
良
食
味
米
共

進
会
表
彰

・
団
体
の
部
　
最
優
秀
集
落
賞

▽
大
石
農
家
組
合

・
個
人
の
部
　
最
優
秀
賞

▽
村
田
　
正
一
（
宮
前
）

関
川
学
研
究
紀
要
第
１
号
を
発
刊

〜
関
川
学
研
究
会
〜

関
川
学
研
究
会
が
「
関
川
学
研

究
紀
要
」
の
第
一
号
を
、
二
月
に

発
刊
し
ま
し
た
。

関
川
学
研
究
会
（
会
長
・
伊
東

正
夫
）
は
、
関
川
村
に
係
る
学
術

的
考
察
や
研
究
、
資
料
収
集
な
ど

を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
、
平

成
十
七
年
に
発
足
。
現
在
十
六
人

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
紀
要
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
研

究
を
重
ね
て
き
た
「
村
に
残
る
米

沢
街
道
の
痕
跡
」
「
ホ
タ
ル
の
飛

ぶ
村
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
。

ま
た
、
三
月
二
十
五
日
に
は
村

民
会
館
で
総
会
が
行
わ
れ
、
二
十

年
度
の
研
究
発
表
や
紀
要
第
二
号

の
発
刊
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

「
関
川
学
研
究
紀
要
第
一
号
」

は
、
村
民
会
館
図
書
室
で
ご
覧
い

関川学研究紀要第１号

た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
会
長
・
伊
東
正
夫

�
六
四
―
〇
四
〇
三

▽
事
務
局
・
村
民
会
館
内

�
六
四
―
二
一
三
四関川学研究会の皆さん

▲
▲ ▼
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８広報せきかわ　2008・５月号

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

村民の生命と財産を守るため

平成20年度　新体制活動開始

関 川 村 消 防 団

四
月
六
日
、
村
消
防
団
の
辞
令

交
付
式
が
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
菅
原
修
団
長
か
ら
、

班
長
以
上
の
幹
部
団
員
に
な
っ
た

四
十
五
人
と
新
任
団
員
三
十
人
に

辞
令
を
交
付
。
団
長
以
下
四
百
九

人
の
新
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

菅
原
団
長
は
、
「
地
域
住
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
活
動

中
の
ケ
ガ
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
。
そ
の
後
、
新

任
団
員
と
幹
部
団
員
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

辞
令
交
付
終
了
後
は
ポ
ン
プ
操

法
競
技
の
講
習
会
が
行
わ
れ
、
昨

年
村
の
大
会
で
優
勝
し
た
第
六
分

団
が
模
範
演
技
を
披
露
。
ま
た
、

消
防
署
員
か
ら
注
意
点
の
説
明
を

受
け
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

操
法
競
技
会
に

向
け
練
習
開
始

各
分
団
で
は
、
五
月
十
八
日
に

開
催
さ
れ
る
「
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
」
に
向
け
て
、
練
習
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
練
習
は
主
に

夜
や
朝
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
操
法
競
技
会
か

ら
、
第
四
分
団
の
消
防
自
動
車
が

積
載
車
に
代
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
が
な
く
な

り
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の
み
で
競

技
が
行
わ
れ
ま
す
。

消防団の主な行事予定（平成20年度）

5月18日（日） 春季消防演習・操法競技会

（村スポーツ公園）

6月181日（日） 荒川水防訓練　＊胎内市当番

6月22日（日） 郡市操法競技会

（会場：村上市神林地区）

8月131日（日） 新潟県消防大会（会場：十日町市）

9月171日（日） 秋季消防演習・定例表彰式

（村スポーツ公園）

村の広報紙を送りませんか?

◎
五
十
嵐

忠
（
上
川
口
）

○
高
橋

勝
（
大
石
）

第
七
分
団

◎
新
野

清
（
片
貝
）

○
八
幡

勉
（
八
ツ
口
）

第
六
分
団

◎
田
村

勉
（
大
島
）

○
富
樫
一
男
（
下
土
沢
）

第
五
分
団

◎
近

洋
助
（
蕨
野
）

○
大
島

聡
（
上
野
新
）

第
四
分
団

◎
平
田

毅
（
平
内
新
）

○
河
内
政
彦
（
上
野
山
）

第
三
分
団

◎
渡
辺
大
輔
（
上
関
）

○
佐
藤
勝
嘉
（
湯
沢
）

第
二
分
団

◎
船
山
竹
彦
（
打
上
）

○
伊
藤

賢
（
下
関
）

第
一
分
団

団
員
６８
人

団
員
７３
人

団
員
４７
人

団
員
８０
人

団
員
６２
人

団
員
３３
人

団
員
４３
人

団 長 菅　原　　　修（片貝）

関川村消防団新体制組織図

副　　団　　長
平 田 均（下関）・ 小 池 稔（下関）

◎＝分団長　○＝副分団長

村を離れて遠くに暮らす家族の方や友
人に「広報せきかわ」を送りませんか？
年間購読料をお支払いいただければ、

毎月郵送で広報をお届けします。
○お届け期間

平成２０年５月号～
平成２１年４月号まで１２回

○年間購読料

２,０００円（月額は２００円。年間
購読だと大変お得です）

○申 し 込 み

送付先の郵便番号、住所、氏名、
電話番号また申込者（納付者）の
住所、氏名、電話番号

○申 込 期 限 随時受け付け
○申し込み先 役場総務課総務班

�６４－１４７６
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安全運転を呼びかけ
交
通
安
全

指
導
所

春
の
交
通
安
全
運
動
を
前
に
、

四
月
五
日
、
交
通
安
全
指
導
所
が

川
口
橋
の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
所
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

指
導
所
で
は
、
村
上
地
区
交
通

安
全
協
会
関
川
支
部
、
ト
キ
ち
ゃ

ん
ク
ラ
ブ
、
村
の
交
通
安
全
指
導

員
な
ど
約
三
十
人
が
参
加
。
「
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
約
百
六
十
台
の
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
手
渡
し
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
比
べ
、
交
通
事

故
の
件
数
・
負
傷
者
数
と
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
安
全
確
認
を
し
っ

か
り
行
い
、
状
況
に
合
っ
た
安
全

な
速
度
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
し
っ
か
り
締
め
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

春
の
人
事
異
動
で
、
村
上
警
察

署
下
関
交
番
所
長
に
「
渡
邊
敏

彦
」、
同
所
員
に
「
高
橋
英
司
」

の
二
人
が
赴
任
し
ま
し
た
。

下
関
交
番
の
勤
務
員
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
地
域
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
二
人
は
、
豊
か
な
自
然

と
文
化
の
村
、
関
川
で
治
安
を
守

っ
て
い
き
ま
す
。

「
事
件
・
事
故
の
な
い
関
川
村
」

下
関
交
番
所
長

警
部
補
　
渡
邊
敏
彦
さ
ん

を
目
指
し
、
精
一
杯
努
力
し
ま
す

の
で
、
警
察
活
動
に
対
す
る
ご
理

解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

下
関
交
番

巡
査
長
　
高
橋
英
司
さ
ん

交
通
安
全
教
室

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
や
横

断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
身
に
つ

け
て
も
ら
お
う
と
村
内
の
小
中
学

校
で
、
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
四
月
十
七
日
に
は
、
川

北
小
学
校
で
全
校
生
徒
四
十
三
人

を
対
象
に
実
施
。
村
の
交
通
安
全

指
導
員
か
ら
安
全
確
認
や
手
信
号

の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
作
っ
た
模
擬
道

路
で
指
導
員
に
よ
る
自
転
車
模
範

走
行
の
後
、
一
人
ず
つ
走
行
し
、

手
信
号
や
後
方
確
認
な
ど
を
繰
り

返
し
練
習
し
ま
し
た
。

教
室
の
最
後
に
は
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
を
指
導
員
と
約
束
し
ま
し
た
。

人

事

交
通
安
全
指
導
員

平
田
芳
廣
さ
ん
（
主
任
指
導

員
・
小
見
）
の
退
任
に
伴
い
、
吉

田
尋
良
さ
ん
（
大
島
）
が
主
任
指

導
員
に
就
任
。
ま
た
、
新
し
く
田

村
貴
史
さ
ん
（
平
内
新
）
が
指
導

員
に
就
任
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
指
導
員
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
。
順
不
同
。
敬
称
略
。

▽
吉
田
　
尋
良
（
大
　
島
）

▽
渡
辺
　
与
一
（
上
　
関
）

▽
松
田
　
敏
幸
（
下
　
関
）

▽
大
沼
真
理
子
（
上
土
沢
）

▽
須
貝
紀
代
美
（
蛇
　
喰
）

▽
田
村
　
貴
史
（
平
内
新
）



１０広報せきかわ　2008・５月号

役場への電話は便利な
直通電話をご利用下さい

直 通 電 話 番 号

議 会 事 務 局

総 務 課

住 民 税 務 課

住 民 環 境 班

税 務 班

健 康 福 祉 課

地域包括支援センター

関 川 診 療 所

農 政 観 光 課

農 政 振 興 班

商 工 観 光 班
（村 観 光 協 会）

建 設 課

会 計 室

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課

農業委員会事務局
（農 政 観 光 課 内）

�64－1494

�64－1476

�64－1471

�64－1451

�64－1472

�64－1473

�64－1051

�64－1447

�64－1478

�64－1479

�64－1441

�64－1491

�64－2134

�64－1447

生
涯
学
習
課

生涯学習、社会教育、社会体育生涯学習課長
田村　健一
�64－2134

佐藤　英子
田村　清洋

歴史とみちの館（文化財保護）館長 佐藤　貞治

安久　昭男
木島　恵理

大沼　　明（関　小） 伊藤　　敏（土沢小）
高井　新二（安角小） 須貝　幹雄（女川小）
鈴木　正志（川北小）
鈴木　利彦　　佐藤　千恵（以上関川中）
渡辺　友子　　山口　明美（以上関谷地区共同調理場）
田島　美香（女川地区共同調理場）

小
・
中
学
校

学校教育課長
渡辺　忠次
�64－1491

学
校
教
育
課

教育委員会への方針を立案、学校管
理運営等、学校教育全般

稲家　　誠
秦　　玲子

伊藤　智子

野
　
沢
　
専
　
治

教
育
長

教
育
委
員
会

役
場
の
見
取
り
図

【
１
階
】

住
民
税
務
課 

健
康
福
祉
課 

正面玄関 

受　付 

倉庫 倉庫 

夜間 
入口 

地
域
包
括 

支
援
セ
ン
タ
ー 

運転員室 

倉庫 

女　子 
更衣室 

男　子 
更衣室 

女　子 
休憩室 

男　子 
休憩室 

給
湯
室 

書
庫 

書庫 

書庫 

警備 
員室 

会 計 室 

総
　
務
　
課 

建
　
設
　
課 

農
政
観
光
課 

学
校
教
育
課 

放
送
室 

印
刷
室 

コ
ピ
ー
室 

副村長室 応接室 村 長 室  

倉庫 

給
湯
室 

教育 
長室 

副村長 
執務席 

書
庫 

第　 5 
会議室 

【
２
階
】

議　会 
事務局 

図書室 議 員 控 室  第　 2 
会議室 

第　 3 
会議室 

第　 4 
会議室 

第　 1 
会議室 大 会 議 室 議　  場 

正副 
議長室 

傍
聴
席
入
口 書庫 

給
湯
室 

【
３
階
】

事務局長
平田　　広

農業委員会（農政振興班内）
�64－1447

小池　　毅 石山　洋介
農地の異動処理・指導、農業者年金、
農家の環境改善対策、農業振興地域整
備計画、担い手対策

監 査 委 員（議会事務局内）
�64－1494

（書記）新野　秀樹　　渡部　竜也
瀬賀　元子

行政事務が適正に執行されているかを
厳正に監査

書記長
佐藤　義雄

選挙管理委員会（総務班内）
�64－1476

（書記）井上　廣栄　伊藤和義
渡辺　輝章

各種選挙の執行事務、明るく正しい選
挙の推進等

書記
新野　秀樹

固定資産評価審査委員会（議会事務局内）
�64－1494

固定資産税の課税対象となる土地や家屋などが、適正に評価されている
かを審査

役場への電話は便利な
直通電話をご利用下さい

直 通 電 話 番 号

議 会 事 務 局

総 務 課

住 民 税 務 課

住 民 環 境 班

税 務 班

健 康 福 祉 課

地域包括支援センター

関 川 診 療 所

農 政 観 光 課

農 政 振 興 班

商 工 観 光 班
（村 観 光 協 会）

建 設 課

会 計 室

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課

農業委員会事務局
（農 政 観 光 課 内）

�64－1494

�64－1476

�64－1471

�64－1451

�64－1472

�64－1473

�64－1051

�64－1447

�64－1478

�64－1479

�64－1441

�64－1491

�64－2134

�64－1447



広報せきかわ　2008・５月号１１

事務局長
新野　秀樹

総務班長
井上　廣栄総務課長

佐藤　義雄
�64－1476

村のしくみをご案内します 平成20年４月１日現在

村議会議長
近　　良平

議 会 事 務 局
�64－1494 渡部　竜也 瀬賀　元子

議会の庶務を処理し、議会の自主的な
活動を確保するための事務を担当

会計管理者

伊藤　保史
会 計 室
�64－1441

会計室長
伊藤　保史

会計班長
田村久美子 佐藤　正和

一般会計・特別会計などの収納・支払
事務・有価証券の出納保管、決算事務

条例や規則の立案審査、消防防災、交
通安全、人権、統計調査、広報広聴、
他課に属さない事務

財政、村有財産管理、総合計画、地域
活性化対策、自立改革事務

村

長

平
　
田
　
大
　
六

副
村
長

佐
　
藤
　
忠
　
良

総
　
務
　
課 企画財政班長

板越　昌生

伊藤　和義
駒沢　良子
渡辺　浩一
渡辺　輝章
新野　憲一

古川　芳房
荒木　好子
瀬賀　　豪
平田　宗孝

伊藤　敏哉
冨樫　吉栄

野本　　誠
須貝　　出

戸籍・住民登録、国民年金、環境衛生、
廃棄物対策、公害対策

村税の課税と納税に関する事務、土地
台帳と地籍図の保管整理、国土調査

住
民
税
務
課

住民税務課長
伊藤　保史

住民環境班長
中束　正子
�64－1471

税務班長
佐藤　充代
�64－1451

渡辺めぐ美
佐藤　信一

石栗　孝子

小林　　誠
石田　友和
高橋はるみ

野沢　尚史
市井　章子
近　　和則

保健師活動、村民の健康管理対策、介
護保険

学童保育・児童手当・障害者等各種福祉
事務、国民健康保険、老人・乳幼児・ひ
とり親家庭、心身障害者等医療給付、高
齢者福祉事務、後期高齢者医療

高齢者の総合相談・介護予防事業
健
　
康
　
福
　
祉
　
課

農
政
観
光
課

健康福祉課長
地域包括支援センター長
関川診療所事務長

平田　　誠
�64－1472

健康介護班長
須貝　朝子

福祉保険班長
船山　久治

堀　ツヤ子
稲垣　暁美
小池由美子
佐々木沙織

新野由美子
渡辺　一洋
加藤　　悠

池田　恵子
米野　哲弘
平田　友一

須貝　博子
菅原　道典

地域包括
支援センター班長
近　　百合
�64－1473

佐藤　恵子

大島保育園長
田村　良子
�64－1233

菅原百合子　　堀　　香織　　米野裕美子　　小沢　清子

下関保育園長
須貝やい子
�64－1277

伊藤　久子　　須貝八重子　　大沼ユウ子　　渡辺三代子
高橋のぶ子　　平田　敦子　　伊藤　厚子　　田村　泰子
野本真紀子　　阿部　真澄　　土田　朋子　　横山　秀子

女川保育園長
渡辺なみ子
�64－0535

河内　ふみ　　長　　里美　　中束美和子

農業の振興、農業のイメージアップ対
策、有害鳥獣対策、農地利用計画、内
水面漁業の振興、農地農道整備、林業
振興、村有林管理、林道整備

農政振興班長
伊藤　　隆
�64－1447

河内　信幸
市井　隆範
市井謙太郎
伊藤　大助

小池　　毅
小田　康裕
石山　洋介

商工業の振興、観光振興、金融対策、
自然保護、鉱業対策、労働雇用対策、
村有温泉施設の管理運営

商工観光班長
（村観光協会）
加藤　善彦
�64－1478

大島　祐治 舩山　　豊

保
　
育
　
園

子育て支援センター 高橋サイ子

農政観光課長
(農業委員会事務局長）
平田　　広

建

設

課

道路、橋梁、河川、建築、公営住宅、
道路除雪、災害復旧事業

地域整備班長
高橋　賢吉

渡辺　隆久
須貝　　崇

前田　智博

上水道・簡易水道の施設管理、下水道
の整備と維持管理

水道班長
富樫佐一郎

熊谷　吉則
加藤　　龍

野沢　　茜
須貝　克幸

建設課長
渡辺　丈夫
�64－1479

（ ）

所長
佐藤　知矢

関川診療所
�64－1051

相馬　清子　　松本久美子　　鈴木　美智
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１２広報せきかわ　2008・５月号

健健健健康康康康せせせせききききかかかかわわわわ22221111

いきいきライフいきいきライフ
◇辞任 伊藤　ミイ（上関）
◇就任 伊藤　マリ（上関）

＊担当区域は、大内淵・荒川台・下川
口・六本杉・雲母。
任期は平成２２年１１月３０日までです。

民生・児童委員の交代
＊敬称略

健
康
福
祉
課

保
健
師

佐
々
木
　
沙
　
織

こんにちは。４月から採用になった
保健師の佐々木沙織と申します。関川
村には温泉に入りに家族で来たことが
ありますが、分からないことばかりで
す。どうぞよろしくお願いします。

関
川
診
療
所

看
護
師

鈴
　
木
　
美
　
智

４月から関川診療所でお世話になっ
ている、看護師の鈴木美智です。昨年
１０月に、家族で新潟から引っ越して
きました。まだ分からないことばかり
ですが、どうぞよろしくお願いします。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

２月に実施した健診アンケートで、村の健診

を希望し、医療保険証が社会保険（関川村国民

健康保険以外）の方へ

●社会保険被扶養者の受診券は役場からは出

ません

平成20年度から実施される特定健診（今まで

の基本健診）の健診案内・受診券は、各医療保

険者から送付されることになっています。

健診当日は、この受診券と保険証を必ず持参

してください。

●社会保険本人は、村の健診を受診できません

健診にかかった費用は、各医療保険者が支払

うことになっていますので、保険者が村の健診

を受ける手続きをしていなければ当日は健診を

受けることができません。

それぞれの職場で実施する健診（労働安全衛

生法に定められている）を受けてください。

特定健診でご不明な点は各医療保険者か、役場

健康福祉課健康介護班へ（６４－１４７２）

保健師の担当地区を

お知らせします
今年度４月から佐々木沙織保健師が新たに加

わりました。

保健分野（生活習慣病健診・健康づくり・赤

ちゃん健診・子育て支援など）を担当する保健

師は、下記の３人で各地区を担当させていただ

きます。

健康懇談会や家庭訪問など、できるだけ地域

へ足を運ぶようがんばりますので、健康に関す

る相談など、ぜひお気軽に声をかけてください。

※平成20年４月１日以降

保健師地区担当一覧表

特定健診情報
（6/23～28 健診実施予定）

下関地区

湯沢地区

七ケ谷地区

上関地区

四ケ字地区

女川地区

霧出地区

川北地区

九ケ谷地区

担当地区

保健師名 新野由美子 稲垣　暁美 佐々木沙織
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�４５

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」

い
よ
い
よ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
健
康
診
断
が
始
ま
り

ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の

言
葉
を
良
く
聞
き
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
？

今
回
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

Ｑ
太
っ
て
い
る
人
は
全
て
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
？

Ａ
お
腹
の
廻
り
が
男
性
８５
�
、
女

性
９０
�
以
上
の
人
で
�
血
圧
が
高

い
（
１３０
／
８５
以
上
）
�
脂
質
の
異

常
（
中
性
脂
肪
１５０
mg
以
上
かH

D
L

―
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
善
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
４０
mg
以
下
）
�

血
糖
値
が
高
い
（
食
事
前
の
血
糖

が
１１０
mg
以
下
）
の
三
つ
の
条
件

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
当
て
は
ま

る
場
合
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
呼
び
ま
す
。
で
す
か
ら
、

お
腹
廻
り
が
大
き
い
だ
け
で
は
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
な
ぜ
お
腹
廻
り
が
大
事
な
の
？

Ａ
お
腹
廻
り
は
内
臓
に
溜
ま
っ
た

脂
肪
（
内
臓
脂
肪
）
の
量
を
あ
ら

わ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
臓

脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
た
場
合
、
脂
肪

の
中
の
肥
満
細
胞
が
体
の
中
の

色
々
な
物
質
の
調
節
を
乱
し
、
動

脈
硬
化
等
を
進
行
さ
せ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
腹
廻
り
の
大
き

い
人
（
肥
満
）
は
高
血
圧
、
脂
質

や
血
糖
の
異
常
が
起
こ
り
や
す
く
、

将
来
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
な
る
危

険
が
高
く
な
り
ま
す
。
重
大
な
病

気
の
危
険
例
を
簡
単
に
見
つ
け
る

方
法
が
お
腹
廻
り
を
測
る
事
で
す
。

Ｑ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
大
騒
ぎ
す
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
人
は
、
将
来
心
臓
病
や
脳
卒
中

に
な
る
可
能
性
が
普
通
の
人
よ
り

約
一
・
八
倍
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
を
発
見
し
、
治
す
こ
と
に
よ

り
将
来
重
大
な
病
気
に
な
る
人
を

減
ら
そ
う
と
い
う
試
み
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
健
康
診

断
の
方
法
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
・
治
療
は
？

Ａ
肥
満
が
根
本
原
因
で
す
の
で
肥

満
の
改
善
が
最
も
重
要
で
す
。
食

事
（
糖
分
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
）

に
注
意
し
、
散
歩
等
の
運
動
が
大

事
で
す
。
食
事
は
状
態
に
合
わ
せ

て
、
病
院
で
栄
養
士
が
食
事
指
導

を
し
て
く
れ
ま
す
。
運
動
は
一
日

三
十
分
以
上
の
散
歩
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
続
け
て
三
十
分
の
必
要

は
な
く
、
短
い
時
間
の
散
歩
の
合

計
が
三
十
分
で
十
分
で
す
。
長
続

き
が
大
事
な
の
で
、
近
く
に
行
く

時
に
少
し
寄
り
道
を
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
運
動
だ
け

で
不
十
分
な
場
合
は
、
状
態
に
合

わ
せ
た
お
薬
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◇
　
　
　
　
　
◇

元
気
な
老
後
を
過
ご
す
為
に
は
、

自
分
自
身
の
努
力
と
自
覚
が
大
事

で
す
。
腹
八
分
目
と
散
歩
を
早
速

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

県
立
坂
町
病
院
　
院
長

鈴

木

薫

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
一
階
　
�
六
四
―
一
四
七
三 １３

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
点
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
が
交
流
で
き
る
場
を
地

域
に
増
や
し
て
い
く

地
域
の
高
齢
者
の
相
談
を
聞
い

た
り
、
訪
問
し
た
り
す
る
な
か
で

歳
を
と
る
ご
と
に
閉
じ
こ
も
り
に

な
り
、
そ
の
こ
と
が
要
介
護
状
態

を
招
い
て
い
る
状
況
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
集
落
単
位
で
「
地

域
の
茶
の
間
」
が
開
か
れ
て
い
ま

す
が
、
男
性
の
参
加
者
が
少
な
い
、

回
数
を
増
や
す
の
が
難
し
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
リ
ー
ダ
ー
の
確
保

が
困
難
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
近
所

で
お
茶
の
み
を
す
る
と
い
う
楽
し

み
が
減
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
地

域
の
茶
の
間
や
集
ま
る
場
を
増
や

し
、
下
肢
筋
力
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
の
運
動
な
ど
を
中
心
に
、
介

護
予
防
を
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
関
係
機
関
と

の
協
働
を
推
進
し
、
地
域
の

見
守
り
体
制
を
強
化
す
る

地
域
に
は
、
目
に
見
え
な
い
助

け
合
い
の
関
係
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
関
係
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
全
体
で
の
見
守
り
体

制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
見
守
り
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
支
援
が
必
要
な
方
を
早
期

に
発
見
し
、
対
応
し
て
い
く
仕
組

み
が
形
成
で
き
ま
す
。

こ
の
体
制
は
、
高
齢
者
の
尊
厳

が
保
障
さ
れ
る
と
同
時
に
、
高
齢

者
を
は
じ
め
誰
に
と
っ
て
も
当
た

り
前
の
人
間
と
し
て
、
普
通
の
暮

ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

障
害
が
あ
っ
て
も
健
康
な
人
と
同

じ
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
か

つ
差
別
さ
れ
な
い
社
会
を
つ
く
る

と
い
う
基
本
理
念
。
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学 習

い
き

い
き
学習 のびのび

ス
ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室

桜の季節も終わり、新緑が薫る心地よい季節になりました。お天気が良い日は外で読書なんていうのも

なかなかいいものです。図書室は、家族みんなで楽しめる本をたくさん準備して待っています！

図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「流星の絆」
東野圭吾 著 ／ 913ヒ

両親を惨殺され、その犯人に復習

を誓い合った三兄妹。しかしその

計画の最大の誤算は、妹の恋心だっ

た…。ラストは涙が止まりません。

「あめだまをたべたライオン」
今江祥智 作　Ｅワ

ある朝、ライオンのルルの前に空から落

ちてきた何か光るもの。そしてそれを食べ

たルルはライオンなのに「ニイ」という

かわいい声しか出せなくなってしまい…。

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … ３(土)、18(日)

大島～大石～片貝方面 … 10(土)、25(日)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキなお話の世
界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。家族
みんなでの参加も大歓迎！無料です！

参加してくれた子どもたちにはかわいいシールをプレゼント！
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今月は17日（土）

みんな
で

きてね
！

四
月
十
二
日
、
「
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
の
第
一
回
目
が
開
催
さ
れ
、

会
員
や
一
般
の
方
な
ど
約
百
人
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
完
成
し
た

ば
か
り
の
「
関
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
（
仮
称
）」
を
歩
き
初
め
。

ま
た
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
の
健
康
運
動
指
導
士
の
方
を
講

師
に
招
い
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

新緑を感じながら
ウォーキング

～ウォーキングモデルコースを歩き初め～

基
礎
知
識
や
歩
き
方
の
実
技
指
導

も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

歩
幅
や
手
の
振
り
方
に
注
意
し
な

が
ら
、
心
地
良
い
汗
を
か
い
て
い

ま
し
た
。

完
成
し
た
「
関
川
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
は
、
ふ
れ
あ
い
ど
ー

む
を
出
発
し
て
、
荒
川
堤
防
を
通

り
、
高
瀬
〜
湯
沢
〜
ど
ー
む
ま
で

の
全
長
五
�
。
案
内
看
板
や
距
離

表
示
も
あ
っ
て
、
四
季
の
移
ろ
い

を
感
じ
な
が
ら
手
軽
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
気
持
ち
い

い
汗
を
流
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▲スタート（ゴール）地点の「ふれあいど～む」には、関川
中学校美術部生徒の手作りコース図が設置してあります。
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あなたに直撃 �６１

広報せきかわ　2008・５月号１５

関川村森林組合に就職した斎藤裕之さんにお

話しを聞きました。

―仕事はどうですか？

測量など、初めてすることばかりなので、仕

事一つひとつ覚えることに精一杯ですが、職場

の先輩方がていねいに教えてくれるので少しず

つ覚えています。私は忘れっぽい性格なので、

しっかり身につけたいと思います。

―社会人になって変わったことは？

あいさつやコミュニケーションなど、しっか

りするようにしていますが、まだまだです…。

私はどちらかというとコミュニケーションをと

るのが苦手ですが、社会人ではそんなことはい

ってられないので、少しずつ努力しています。

―休日の過ごし方は？

仕事を始めてからは、ほとんど家でゴロゴロ

していますが、天気の良い日などは自転車で出

掛けるのも好きですね。

―今後の目標は？

関川村のすべての集落と、山の位置、所有者

をしっかり覚えたいです。測量についても、先

輩方から指示されなくても出来るように学び、

安心して仕事をまかせられるようになりたいと

思います。

斎

藤

裕

之
さ
ん

（
関
川
村
森
林
組
合
・
下
関
）

よよよよ
ろろろろ
しししし
くくくく
おおおお
願願願願
いいいい
しししし
まままま
すすすす

社
会
教
育
指
導
員

こ
の
度
、
関
川
村
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
に
社
会
教
育
指
導
員

と
し
て
、
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
三
年
前
、
関
谷
中
学
校
に

十
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
教
え
子
が
父
親
・
母

親
に
な
り
、
私
に
と
っ
て
は
「
孫
」

の
お
世
話
が
で
き
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
時
の
経
過
と
新
た
な
出
会
い

の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

坂

上

正

信
さ
ん

（
村
上
市
下
鍛
冶
屋
）

＊
勤
務
日
は
、
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
で
す
。

40
人
が
入
団
し
活
動
を
ス
タ
ー
ト

〜
緑
の
少
年
団

入
団
式
〜

緑
の
少
年
団
の
入
団
式
が
四
月

十
三
日
に
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
村
内
五
つ
の
小
学
校
か

ら
四
十
人
が
入
団
し
ま
し
た
。

入
団
式
で
は
新
入
団
員
を
代
表

し
て
山
口
奈
緒
さ
ん
（
女
川
小
五

年
・
蛇
喰
）
が
、
「
自
然
に
親
し

み
、
緑
に
関
心
を
も
ち
、
健
康
で

心
豊
か
な
人
に
な
り
ま
す
。
多
く

の
仲
間
と
手
を
つ
な
ぎ
、
明
る
く

伸
び
ゆ
く
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
」
と
宣
誓
。
ま
た
、
前
期
団
長

の
渡
邉
な
な
さ
ん
（
関
小
六
年
・

上
関
）
が
「
仲
良
く
楽
し
く
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
歓
迎

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
野
沢
専
治
会
長
（
教

育
長
）
か
ら
、
新
入
団
員
に
緑
の

手
帳
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

入
団
式
終
了
後
は
、
早
速
活
動

を
開
始
。
旧
安
角
小
学
校
に
到
着

す
る
と
、
団
員
は
六
班
に
分
か
れ

て
、
ナ
メ
コ
の
駒
打
ち
に
挑
戦
し

ま
し
た
。大

会
結
果

40人（16人）

2人（２人）

10人（３人）

6人（４人）

3人（１人）

19人（６人）関 小 学 校

土沢小学校

安角小学校

女川小学校

川北小学校

合　　計

平成20年度　緑の少年団入団者数
※（ ）内は新入団者数第

28
回
全
日
本
学
童

軟

式

野

球

大

会

村
上
市
岩
船
郡
予
選
会

■
期
日

４
月
１９
日

■
会
場

村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
成
績

▽
優
勝
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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平成20年度　スポーツ少年団

10種目に163人が入団

四
月
一
日
、
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
入
団
式
が
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
団
員
や
保
護
者
、

指
導
員
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

入
団
式
で
は
船
山
勝
雄
本
部
長

（
勝
蔵
）
が
「
入
団
し
た
皆
さ
ん

は
、
ど
こ
で
も
大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
良
い
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
素
晴
ら
し

い
選
手
に
な
れ
ま
す
。
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
ま
た
、

団
員
を
代
表
し
て
、
よ
さ
こ
い
ク

ラ
ブ
の
五
十
嵐
真
実
さ
ん
（
関
小

六
年
・
上
関
）
が
、
「
仲
間
と
友

情
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
学
び
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
は
村
内
の
全
小
学
校
か
ら

百
六
十
三
人
が
入
団
。
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
元
気
に
活
動

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

剣

道

９
人

指導者　　稲 家 誠さんほか

柔

道

25
人

指導者　　加 藤 龍さんほか指導者　　前 田 智 博さんほか

野

球

32
人

空

手

７
人

指導者　　鈴 木 茂 弥さんほか

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

21
人

ボ
ー
ル

指導者　　阿部喜代志さんほか

指導者　　八 幡 良 市さんほか

バ
レ
ー

15
人

ボ
ー
ル

指導者　　今 和 明さんほか

卓

球

11
人
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広報せきかわ　2008・５月号１７

随
想
リ
レ
ー
50

先生から
先生に

我
が
家
の
二
人
の
息
子
は
、
共
に
小
学
校
の

三
、
四
年
生
の
頃
に
肥
満
体
型
に
な
り
ま
し
た
。

長
男
は
運
動
が
好
き
で
、
あ
ま
り
気
に
掛
け
る

こ
と
も
無
い
ま
ま
、
身
長
が
伸
び
て
自
然
に
解

決
し
た
の
で
す
が
、
次
男
は
マ
ン
ガ
本
・
プ
ラ

モ
デ
ル
・
ゲ
ー
ム
が
大
好
き
な
イ
ン
ド
ア
派
で

し
た
。

そ
の
次
男
の
肥
満
度
が
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
に
な
り
、
少
々
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
は
母
も
運
動
が
苦
手
な
、
れ
っ
き

と
し
た
イ
ン
ド
ア
派
で
す
。
そ
ん
な
二
人
で
、

と
り
あ
え
ず
始
め
た
の
が
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
。
最

初
は
、
順
番
に
サ
ー
ブ
を
打
ち
合
っ
て
る
だ
け

の
様
な
状
態
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
ラ
リ
ー

が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
、
休
日
の
楽
し
い
日
課

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
日
曜
日
。

家
に
残
っ
て
い
た
二
人
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
思
い
に

リ
ュ
ッ
ク
に
荷
物
を
詰
め
て
、
近
く
の
山
の
遊

歩
道
に
出
か
け
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
、

見
晴
ら
し
の
良
い
所
に
出
た
の
で
一
休
み
。
喉

を
潤
し
、
そ
の
次
に
二
人
の
し
た
こ
と
は
‥
‥

リ
ュ
ッ
ク
か
ら
本
を
取
り
出
し
て
読
み
始
め
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

今
は
成
人
し
、
す
っ
か
り
細
身
に
な
っ
た
彼

で
す
が
、
あ
の
時
の
、
あ
の
ま
ん
丸
い
顔
で
夢

中
で
本
を
読
ん
で
い
た
姿
は
、
私
の
心
に
残
っ

て
い
る
お
宝
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。

６月１日号は、安達久美子さん（関小）に

バトンタッチ！

大倉登志美さん
（女川小学校・事務主任）

指導者　　木 島 恵 理さんほか

ソ
フ
ト

12
人

テ
ニ
ス

よ
さ
こ
い

18
人

ソ
ー
ラ
ン

指導者　　照 井 祐 子さんほか

指導者　　船 山 勝 雄さんほか

陸

上

13
人

平成20年度　スポーツ少年団加入状況

ソ フ ト テ ニ ス 2 10

陸 上 競 技 310

よ さ こ い 18

卓　　　　　　球
5 1

バ レ ー ボ ー ル 14

ミニバスケットボール 20

1

1

空　　　　　　手 5 2

野　　　　　　球 小学生 32

中学生 9 2
柔　　　　　　道

小学生 11 3

剣　　　　　　道 中学生 2 7

種　　目 区 分 男 女

合　　計

＊４月25日現在の加入状況

102 61

12

13

18

6

15

21

7

32

11

14

9

計

163

小学生

小学生

小学生

小学生

小学生

小学生

小学生

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
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&
&
&
&
&
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&
&
&

中学生 5 5
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� 長いもは皮をむき、１.５cmの輪切りにする。フライパ

ンに油をひき、バターを入れる。（バターだけだと、す

ぐに焦げてしまいます）

� バターが溶けたら、輪切りにした長いもを並べて蓋をし

て、焦げ目を上・下に付けてからガスの火を弱めて蒸し

焼きにする。（長いもは生でも食べられるので、中のほ

うまでやわらかくならなくても良い）

� 焼き上がった長いもを皿に並べ、花かつおを上からかけ

る。しょう油をかけてお召し上がりください。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

忙しいときやお客様が来られたときなどに簡

単に作ることができます。目先が変わっていて、

とても便利な料理です。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５０

超かんたん長いもステーキ

作り方

《今月のご紹介》

米 野 洋 子さん

（小　見）

〔 〕

材 料 （4人分）

・長いも １本

・バター 適量

・油 大さじ１

・花かつお お好みで

塩
鮭
を
入
れ
て
炊
き
こ
む
夕
飯
の
湯
気
は
仄
か
に
潮

の
香
の
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

時
折
に
訪
ね
て
く
れ
る
兄
夫
婦
村
の
話
題
も
土
産
に

持
ち
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

絵
本
持
ち
顔
一
杯
に
口
開
け
て
身
振
り
言
語
の
幼
児

の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

軒
先
の
氷
柱
の
解
け
る
音
の
し
て
た
め
ら
い
な
が
ら

春
は
来
る
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

短
　
　
歌

春
場
所
よ
老
い
も
若
き
も
テ
レ
ビ
観み

つ
皆
頑
張
　
　
高
橋
　
イ
ツ

れ
と
心
で
さ
け
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

○ １ 

○ ２ 

○ ３ 
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

富 樫 和 夫

半
端
布

ハ
ン

パ

ヌ
ノ

見
事
に
出
来
た
農
人
形

ノ
ウ
ニ
ン
ギ
ョ
ウ

平
田
　
千
恵

几
帳
面

キ
チ
ョ
ウ
メ
ン

過
ぎ
て
父
さ
ん
抜ヌ

け
て
い
る
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

新
所
帯

シ
ン
ジ
ョ
タ
イ

客
に
揃ソ

ロ

わ
ぬ
皿
並
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

投
句
前
ピ
ン
チ
ピ
ン
チ
と
う
す
き
脳ノ

ウ

佐
藤
　
ノ
ブ

観
桜
会

カ
ン
オ
ウ
カ
イ

村
の
イ
ベ
ン
ト
村
お
こ
し
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

こ
の
ピ
ン
チ
乘
り
こ
え
な
が
ら
生
き
て
い
く
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

春
め
き
て
風
の
騒
め
き
裏
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

去
り
か
け
し
時
を
惜
し
み
て
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

雛
飾
り
明
り
に
心
癒
さ
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

壺つ
ぼ

櫻
朝
の
円
居

ま
ど

い

の
和
み
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

下
萌
に
浮
か
れ
し
散
歩
詩
吟
か
な
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

雛ひ
な

の
前
昔
語
り
に
時
忘
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

雪
囲
い
解
く
新
刊
書
届
き
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

関

川

俳

句

の

会

作

品

新
潟
市
の
保
健
所
長
を
務
め
た

富
樫
和
夫
は
昭
和
二
年
三
月
二
十

八
日
関
川
村
下
土
沢
の
富
樫
栄
八

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

昭
和
十
四
年
四
月
五
日
新
潟
県

立
村
上
中
学
校
に
入
学
。
昭
和
十

八
年
十
二
月
一
日
、
全
国
の
秀
才

が
集
う
広
島
県
江
田
島
の
海
軍
兵

学
校
に
入
学
。
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
に
終
戦
と
な
り
十
月
一
日

同
校
を
卒
業
。

そ
の
後
医
学
の
道
を
志
し
、
昭

和
二
十
二
年
五
月
順
天
堂
医
科
大

学
予
科
に
入
学
。
更
に
昭
和
二
十

五
年
四
月
順
天
堂
医
科
大
学
に
進

み
、
二
十
九
年
三
月
卒
業
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
四
月
新
潟
大
学

医
学
部
付
属
病
院
に
於
て
医
学
実

地
研
修
を
開
始
。
昭
和
三
十
年
四

月
新
潟
大
学
医
学
部
の
生
化
学
研

究
生
と
し
て
入
学
。
昭
和
三
十
年

九
月
六
日
医
術
免
許
証
を
得
て
厚

生
省
に
医
籍
登
録
さ
れ
た
。
昭
和

三
十
一
年
新
潟
大
学
医
学
部
生
化

学
助
手
を
経
て
、
昭
和
三
十
四
年

五
月
一
日
新
潟
大
学
医
学
部
第
一

内
科
に
研
究
生
入
学
。
昭
和
三
十

四
年
六
月
十
日
新
潟
県
立
新
発
田

病
院
に
勤
務
。

そ
し
て
、
同
年
十
月
十
六
日
健

康
保
険
新
潟
病
院
に
勤
務
。
こ
れ

以
後
は
新
潟
市
の
医
療
に
尽
力
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
四

年
十
一
月
二
十
日
医
学
博
士
の
学

位
を
取
得
。
昭
和
四
十
一
年
五
月

一
日
健
康
保
険
新
潟
病
院
診
療
部

放
射
線
科
医
長
と
な
る
。

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
西

保
健
所
長
に
就
任
。
以
後
平
成
五

年
三
月
に
退
職
す
る
ま
で
十
五
年

四
ケ
月
の
長
き
に
わ
た
っ
て
新
潟

市
の
保
健
所
長
と
し
て
尽
力
。
保

健
所
の
業
務
は
母
子
保
健
を
は
じ

め
成
人
保
健
、
歯
科
保
健
、
予
防

接
種
、
新
潟
水
俣
病
な
ど
健
康
衛

生
に
係
る
業
務
や
救
急
医
療
、
難

病
、
結
核
感
染
症
予
防
、
医
務
薬

事
な
ど
保
健
管
理
に
係
る
業
務
に

加
え
、
飲
食
店
営
業
許
可
、
食
品

等
の
検
査
、
食
中
毒
の
調
査
、
食

品
の
表
示
制
度
、
飲
料
水
の
安
全

な
ど
い
わ
ゆ
る
食
品
、
環
境
衛
生

に
係
る
業
務
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
あ
っ
た
。
富
樫
は
西
保
健

所
長
と
し
て
よ
く
保
健
所
を
管
理

し
、
新
潟
市
民
の
健
康
増
進
に
貢

献
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
大
山
台
診
療
所

長
を
兼
務
し
、
同
時
に
大
山
台
ホ

ー
ム
と
老
健
施
設
松
鶴
荘
を
兼
務

し
た
。

昭
和
六
十
三
年
東
保
健
所
長
に

就
任
し
、
西
保
健
所
長
を
兼
務
し

た
。ま

た
、
平
成
元
年
四
月
一
日
新

潟
市
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員

や
職
員
健
康
管
理
審
査
委
員
な
ど

の
要
職
も
務
め
た
。

そ
し
て
最
後
に
平
成
四
年
四
月

一
日
西
保
健
所
長
を
務
め
平
成
五

年
三
月
三
十
一
日
退
職
し
た
。

生
涯
新
潟
市
民
の
健
康
を
守
る

た
め
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
、
平

成
七
年
六
月
二
十
八
日
六
十
八
歳

で
没
し
た
。

・
富
樫
家
の
系
図

先
祖

四
男

久
美
子

清
之
丞
…
秀
八
―
榮
八
―
和
夫

恵
里
子

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
半
端

ハ
ン

パ

」・「
ピ
ン
チ
」・「
雑
詠
」
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２０広報せきかわは、資源保護のため再生紙を使用しています。100

ノビネチドリ

ラン科の多年草で淡紅色の小さな花をびっし
りと咲かせます。花高は３０～６０cm程度と花容
のわりに背が高く、このような花形にハクサン
チドリ、ニョホウチドリ、テガタチドリなどが
あります。特にテガタチドリは花が似ています
が、根が手形（テガタ）状になるのに対して、
ノビネチドリは長く伸びる根から和名がついた
ように、根の形状から識別が容易です。ノビネ
チドリは白花の目撃例をよく聞きますが、実物
を見たことがないのが残念です。
栽培方法 ノビネチドリの自生地は
本州中部以北と四国や九州の山地で、
村内の自生は見たことがないのです
が、近隣ではよく見かけるので村内
にも自生していることでしょう。栽
培環境は適応しているので、地植え
でもよく育ちます。大型なのでむし
ろ鉢栽培の方が難しいようです。野
生蘭にしては日光を好む部類なので、
５月まではよく日に当ててください。
夏は半日陰で涼しい環境で育てます。
肥料が少ないと花付が悪くなるので、
多めに肥料を与えてください。肥料
負けは少ない花ですよ。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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おもしろい事をして笑わせるのが好きなひょうきん者の七輝、風と

雷が怖い憶病者の輝生、ケンカもするけどいつも仲良く遊んでいます。

最近のわが家のブームはゴーオンジャーごっこ。２人で戦ったり歌っ

たり賑やかな毎日です。これからも兄弟仲良く成長してね。

七 輝
な る

ちゃん（４歳）

輝 生
る い

ちゃん（２歳）
天木幸雄さん みどりさん（下関）

●３月16日～４月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年３月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,069世帯（－２）
総 人 口　　6,969 人 （－29）
男 3,361 人 （－14）
女 3,608 人 （－15）

転入 11人　　転出 40人
出生 4 人　　死亡 4 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

松坂　新平　さん ５９歳 小和田

船山　栄司　さん ９８歳 勝　蔵

橘　　辰雄　さん ９１歳 湯　沢

平田　通子　さん ８９歳 小　見

須貝　ハル　さん ６０歳 桂

お誕生おめでとうございます

春　菜
は る な

ちゃん（女） 上野新

大島　淳司・　恵　さん

陽　菜
ひ 　 な

ちゃん（女） 小　見

�橋　広幸・奈 々 さん

久　遠
く お ん

ちゃん（男） 下　関

池田　行俊・めぐみさん

�村内の桜が例年より少し早く開花し、
満開を迎えました。しかし、満開となっ
てすぐに強烈な「あらかわだし」の風が
吹き荒れ…。花が散ってしまうのではと
心配しましたが、無事に観桜会の写真が
撮影できてホッとしました。夜桜もとて
もいいものですね。（つ）

▲

▲４月２１日、「上関すみれ会」の皆さんが賑やかに
花見をしていました。シダレ桜やコブシの花を見
ながら、話しにも“ハナ”が咲いていました。


